
VUCA時代に求められる思考法！

■プロセス思考 　複雑な状況から真因を見極める

システム思考入門セミナー
22 1日

■定　員 25名

■定　員 30名

戦略的な観点を加えた“意思決定”プロセスを習得するプログラム

■意思決定 

「“戦略的”意思決定力」強化セミナー
23 1日

JMA100238 検 索

JMA150838 検 索

■定　員 20名

論理的思考パターンを身につけ、“問題解決”の質・効率・スピードを向上させる

■プロセス思考 　ロジカルな思考力を鍛える

問題解決力強化セミナー
21 2日間 JMA100179 検 索

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

１日目
9:30

時間

17:00

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

121,000円／ 1名
144,100円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

ビジネスには、些細なことから大きなことに至るまで、多くの問題が存在してい
ます。それらの問題を解決するには、ロジカル・シンキングを用いて、「問題を探し」

「原因を分析し」「対策を立案し、解決する」プロセスを踏むことが重要です。
　本セミナーでは、問題解決の基盤となるロジカル・シンキングを身につけ、発見・
設定した問題・課題について、構造を明確にし、原因究明や対策を導く一連の方
法を学びます。

☆オリエンテーション
•セミナーの目的・進め方
•ゲームによるロジカルな思考法の理解 ■演 習

1. 問題解決の考え方とプロセス
•思考の基本姿勢：クリティカル・シンキング（批評的思考）

（ゼロベースで大局的に考える、思考停止に陥らないために 等）
•問題解決のプロセスとポイント ■演 習

2. ロジカル・シンキング（論理的思考）
１. 分ける：ＭＥＣＥに（モレなくダブりなく）

：目的に合った分類基準で
２. 構造化する：階層構造＋並列構造

：ディメンジョン（次元）の統一 ■演 習
３. 推論する：ロジカルな推論

：推論と仮説検証思考 ■演 習
3. 問題を探す・課題を設定する

•「問題・課題」の定義化
•問題の種類：「原因究明型」と「理想追求型」

２日目
9:30

時間

17:00

4. 問題の原因分析
•分析の進め方と考え方

5. 対策の立案から決定まで
•対策立案のためのツール
•対策決定のためのツール

6. 総合演習 ■演 習
•問題解決演習（ケース演習）

～ロジカル・シンキングを用いて問題解決をはかる～
7. クリエイティブ・シンキング（創造的思考）による問題解決

•クリエイティブ・シンキングの必要性と活用場面
•クリエイティブな発想方法・ツール ■演 習

8. まとめ

■ ねらい

■ 参加料（税込）

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

2024年  6月13日（木）～14日（金）※オンライン
2024年  8月  6日（火）～  7日（水）※会場（東京）
2024年  9月12日（木）～13日（金）※オンライン
2024年11月14日（木）～15日（金）※オンライン
2024年12月  3日（火）～  4日（水）※会場（東京）
2025年  3月13日（木）～14日（金）※オンライン

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

●問題解決・問題発見のスキルを身につけたい方
●組織の問題解決、業務改善、業績向上等を推進する職場のリーダー、管理職、
　その候補者
●社内外の各種の問題解決に取り組む方
●ロジカル・シンキング（論理的思考）力を強化したい方

■ 対　象

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

１日
10:00

時間

17:00※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

62,700円／ 1名
74,800円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

“他部署とも連携した全体最適が実現できていない”
“メンバーの主体性や創造性が十分に発揮されていない”
“分かっているのに行動できない”
“努力をしているのに望ましい結果が出ない”
事業環境の変化が早く、複雑な問題が増える中では、迅速かつ根治治療的な問題

解決が求められています。根本的な解決へと導くには、経営から現場まで一人ひとりが、
大局の流れや全体像を見据える必要があります。フローを俯瞰することで、置かれて
いる環境の変化にいち早く対応し、各人が自律的に行動し、進化し続ける組織になる
ことができます。

この中核的な能力として、「システム思考」が注目されています。複雑な状況下で、
様々な要因のつながりを理解し、変化に最も影響を与える構造を見極める「システム
思考」は、真の変化を創り出すことができます。

本セミナーでは、「システム思考」の基本的な理論を学び、比較的起こりがちな問
題構造について、システムの「型」を用いながら、実践的に学習をします。そして、現
実課題においても、システムの「型」を活用し、新しい気付きを得るられるようになる
ことを目指します。

1. 導入
•セミナー概要紹介
•チェックイン（自己紹介・参加意図の共有）

2. 「システム思考」の紹介
•システム思考の概要
•システム思考ツールの使い方
■グループ対話

3. 「システム思考」の事例紹介①
•大手化学メーカーの事例紹介
■グループ対話

4. システムの「型」紹介①
•システム原型「問題のすり替わり」

5. システムの「型」を使った対話
■個人ワーク　■グループワーク   ：プロセスの振り返り
•システム原型のプロセスと意味合いについて解説

6. 「システム思考」の事例紹介②
•シェアリングエコノミーの事例紹介

7. システムの「型」紹介②
•システム原型「成長の限界」

8. 振り返り＆まとめ
•チェックアウト（感想のシェア）

■ 対　象
●経営企画部門、人事・組織開発部門等の管理者・スタッフの方
●研究開発、商品開発、技術開発等企画部門のリーダー、スタッフの方
●事業部門、職場のマネージャー、リーダーおよびその候補者

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

2024年10月16日（水）※オンライン

■ 参加料（税込）

■ ねらい ■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

１日
10:00

時間

17:00※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

62,700円／ 1名
74,800円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

ビジネス環境は、以前より複雑で先行き不明瞭になり、変化のスピードも速くなって
います。それに伴い、管理職や担当者に対する権限移譲も進み、責任の重さや、意思
決定の難しさも増してきています。
　そのような環境下で、より適切で、より納得性の高い意思決定を行うには、収集
された情報をもとに“考え抜くこと”しかありません。意思決定が戦略的であることで、
ビジネスの成果はより確度を増していきます。
　本セミナーでは“戦略的な観点”を加えた、より良い意思決定を行うために必要な
思考法や具体的な意思決定の進め方を学びます。

1. オリエンテーション

2. 戦略的意思決定とは

3. 戦略的意思決定のプロセス

4.■ステップ 1  ：現状把握　■演習
•現状を把握する際に必要な観点
•参考となる考え方やフレームワーク

5.■ステップ 2  ：選択肢の検討　■演習
•選択肢を検討する際に必要な観点
•参考となる考え方やフレームワーク

6.■ステップ 3  ：判断基準の明確化 ■演習
•判断基準を決める際に必要な観点
•参考となる考え方やフレームワーク

7.■ステップ 4  ：意思決定と実行計画
•意思決定と実行計画の際に必要な観点
•参考となる考え方やフレームワーク

8.■ステップ 5  ：意思決定の振り返り
•意思決定を振り返る観点
•参考となる考え方やフレームワーク

9. 意思決定における陥りがちな問題点と対策

10. 総合演習 ～ケーススタディ～

11. 実践演習 ～自身の状況での実践～

■ ねらい

■ 参加料（税込）

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

2024年10月  9日（水）※オンライン
2025年  2月  5日（水）※オンライン

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

●より適切で納得性の高い意思決定をしたい方
●より戦略的な観点で意思決定を行いたい方
●事業や業務に対して影響度の高い意思決定を行っている方

■ 対　象

各種検索サイトで
セミナーID

各種検索サイトで
セミナーID

各種検索サイトで
セミナーID

メンタル不調の予防・対処 、心理的安全性の高い組織へ

■ヒューマンスキル 　管理職・リーダーのための

メンタルヘルス・マネジメント基本コース
24 2日間

■定　員 30名

JMA100189 検 索

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

121,000円／ 1名
144,100円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

１日目
10:00

時間

17:00

２日目
10:00

時間

1. オリエンテーション
•研修のねらい 
•メンタルヘルスと組織活性化、人材育成の関係
•企業におけるメンタルヘルスの必要性
•メンタルヘルスとハラスメント・イノベーションとの関係

2. メンタルヘルスとストレスマネジメント ～ストレスとメンタルヘルスの関係～
•ストレスの正しい理解　　　　　　　　•ストレスが生じる原因
•ストレスと生産性の関係　　　　　　　•自己のストレス度チェック
•ストレスを上手に発散する　　　　　　•自分の性格とストレスの関係
•職場マネジメントへの応用■ストレスチェック・性格分析
※ストレス発散の為の職場で簡単にできるエクササイズ　■演 習

3. 予防とストレスにタフな職場づくり ～心の栄養ストローク～
•働きがい・やりがいのある職場づくり　•心の栄養とメンタルヘルスの関係
•健全な職場風土づくり　　　　　　　　•メンタルヘルスは予防が重要　■演 習

4. 早期発見と具体的対処法　～実際のマネジメントへの適用～
•ストレスサインの見分け方　　　　　　•不調者への声かけと接し方
•マネジメントカウンセリングの具体的進め方
•面談での聴き方　　　　　　　　　　　•ケーススタディ
•ロールプレイング ■実習・ケーススタディ

5. メンタル不調についての理解
•うつと新型うつ　　　　　　　　　　　•ネット依存
•アルコール依存
•発達障がいの方への対応、接し方
　─ 二次障がいを防ぐことの重要性

6. 組織としての仕組みづくり ～組織としての取り組み～
•組織としてのメンタルヘルスへの対処
•復帰のために

7. まとめ
•質疑応答17:00

①職場におけるメンタルヘルスやストレスマネジメントについて基礎から学び、より
健全な職場風土づくりに活かすポイントを学べます。

②自分自身を振り返ることで、自己のメンタルヘルスの状態を把握できます。また、
周囲の人のストレスサインを見つけ、心の問題を抱えたときの適切な対処法を
学べます。

③予防、早期発見などの具体的な対応について学び、メンタル不調を未然に防ぐポ
イントを学びます。

本コースのゴール（期待成果）

メンタルヘルス
ストレス耐性の向上
モチベーション向上

メンタルヘルス
ストレス耐性の向上
モチベーション向上

若手の育成と定着
ダイバーシティの推進
ハラスメントの防止

若手の育成と定着
ダイバーシティの推進
ハラスメントの防止

継続した生産性向上
組織活性化
イノベーション

継続した生産性向上
組織活性化
イノベーション

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）■ 特　長

■ 参加料（税込）

●管理職・職場リーダーの方々
●職場のメンタルヘルス対策を推進する方々
●総務・人事部門の方々 ●メンタルヘルスケアに関心のある方

※このコースはご自身の治療を目的としてはおりません。
　現在、精神科・心療内科等で治療を受けていらっしゃる方は、ご遠慮ください。

■ 対　象

2024年  7月18日（木）～19日（金）※オンライン
2024年11月  7日（木）～  8日（金）※オンライン

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

各種検索サイトで
セミナーID

※プログラム内容に関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）1955　【e-mail】kaisou@jma.or.jp ※申込みに関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）6271　【e-mail】seminar@jma.or.jp

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。
※テキストを一部抜粋し掲載しております。株式会社チアーズコンサルティングに帰属します。　※無断複写・転載を禁ず。

■講　師 江口　 潤
有限会社チェンジ・エージェント

■講　師 藤原 貴也
株式会社チアーズコンサルティング
代表取締役社長

■講　師 眞下 仁
株式会社ピープルフォーカス・
コンサルティング
プロフェッショナル・アソシエイト

■講　師 高橋 和美
株式会社プレイバック・シアター研究所
主任講師
国家資格 キャリアコンサルタント
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